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 岩手県内では、３月１１日の地震による施設の倒壊、４月７日の地震による再度の停電がありま

した。現在、農業施設の復旧作業が進められていますが早期の対応と無理のない作業に心がけ、事

故防止に努めましょう。 

 

事故防止に努めましょう！ 

 

（１）倒壊した施設は、無理のない復旧作業に努めましょう。 
（２）施設等の修復が可能なものは安全に十分配慮して補修を行いましょう。また、暖房機等の機

械は保守点検を励行し、燃料漏れがないかなどを確認し、安全運転に努めましょう。 
（３） ハウスの倒壊が予測される場合には、ハウス内への立ち入りを極力避け事故を防ぎましょう。 
 

乳房炎の早期発見に努めましょう！ 

 

停電により、長時間搾乳ができなかったことで乳房炎の発生が心配されます。搾乳が出来なかった

時間が 16時間を越えると乳房炎のリスクが高まります（表）。早期発見に努めるとともに、発症して
いる場合は、下記の対策を速やかに実施し、被害軽減に努めましょう。 
 
表 搾乳中止時間の乳量、乳成分への影響 
 影響 回復の状況 

16時間以内 乳量、乳質に問題なし － 

16～35時間 乳量、乳質はやや低下 

乳房炎の危険性 

35時間以上 乳量、乳質は大きく低下 

乳房炎の増加 

・ 乳量、乳質の回復は概ね１～２週間 

・ 乳汁分泌停止の場合、泌乳後期にシフトする事例も

まれにあり 

・ 乳房炎は、発症あるが早期治療により回復 

  平成 19年釧路技術支援会議資料より 
 
（１） 異常個体の早期発見 
  ア 乳房の腫脹や熱感、冷感がある場合は、乳房炎が疑われます。搾乳時、乳汁の PLテスターに

より、感染の有無を確認します。 
  イ 搾乳時の前搾りで、凝固物（ブツ）の有無を確認します。凝固物（ブツ）が確認できる場合は、

PLテスターで感染の有無を確認します。 
  ウ その他、乳房炎が疑われる場合も、搾乳時に PLテスターで感染の有無を確認します。 
（２） 感染時の対応 

 早期に治療を依頼します。 
（３） 飼料給与 

 免疫力の向上が、乳房炎予防や感染後の早期治癒に効果的です。新鮮な水の十分な給与、嗜好性

の良い粗飼料の十分な給与に努めます。また、ビタミン剤も、分娩直後など十分に採食量が確保で

きない個体や治療中の個体などに給与すると効果的です。 

農業施設 

酪農 


